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原
料

0

自
家

生

產

i

共 

r

t 1

來
义
は
原
動
力
の
自
家
產
出
を
兼
營
す
る
の
方
法

1 C

-し
て
树
令
ぱ
製
鐵
叉
は
製
鬅
を
本 

?

せ
る
企
業
が
採
鑛
冶
金
の
事
業
と
共
に
自
家
用
の
採
炭
及
ぴ
發
電
事
業
を
兼
營
す
る
於 

如
し
。

.

本
業
把
る
一
生
產
物
の
生
產
の
爲
に
數
«
の
原
料
補
助
材
料
の
生
產
に
從
事
す
る
は

近
來
大
々
的
企
業
の

.發
達
に
伴
ひ
益

i瑠
加
す
る
の
規
象
に
し

V
、

羅
竟
自
家
産
業
の
經
罃
を
原
，
 

料
補
助
材
料
の
供
給
者
ょ

6
獨
立
な
ら
し
め
ん
と
す
る
盡
カ
の
必
然
の
一
結
果
と
云
ふ
可
く
、
 

單
：に
原
料
補
助
材
料
の
生
產
に
伴
ふ
利
益
を
盤
斷
せ
ん
と
す
る
の
目
的
の
み
に
出
で

^
る
？ 

の
に
非

ざ

れ
ど

?
、併
し
又
數
多
の
場
合
に
於

<は自
家
營
業
の
獨
立
.上
毫
ぢ
斯
る
兼
業
の
必 

著
；
く
唯
！營
業
上
の
利
潤
增
加
の
目
的
の
み
ょ

6
し

<
此

*
業
の
企

*
實
行
せ
ら
る

v

t

i
 

な
き
に
非
^
。
而
し
て
斯
る
場
合
に
於
て
は
技
術
上
殆
ど
何
等
の
關
係
な
き
數
種
の
事
業
の 

副
業
と
し

V

併
行
兼
營
せ
ら
る
、
あ
る
を
見
る
。
例
令
ば
英
國
の

「

力
ッ
ド
ブ
リ
ー

」

製
葉
工
場 

に
^
て
1:
使
用
總
人
員
の
大
半
を
包
裝
、製
箱
等
に
使
用
す
る
が
如
き
、叉
大
な
る
，弾
藥
製
造
用 

於
同
赌
に
ー
製
紙
エ
場
を
兼
營
す
る
政

^
き
、將

t
叉
麥
酒
製
造
所
於
製
爝
及
び
製
函
の
エ
嫘
を 

兼
營
す
る
、が
如
き
皆
其
類
な

6
。

第
三 

,

此
種
類

s

?

?

f
反
し
、素

の

l

.

i1

S

U

5

I

S

I物
の
精

製
販
寶
を
兼
營
す
る
名
の
に
し
て
、外
形
上
正
に
第
一
一
種
の
正
反
對
を
示
せ

6

0
主
生
產
物
と 

共
に
幾
多
の
副
產
物
を
生

〗

產
1

寶
す
名
？
，の
は
卽
ち
是
な
ふ
。

. 

: 

.

. 

.

..

七

31

六一 

大
蠢

R
於ける讓の霞



ぃ
为
ニ
太

1

に於け

i

s

s

由
來

f:
Mの
生

奮

際

し

<'
幾
多

'の
0 

a 

# 

 ̂

f

 

 ̂

m 

* 

L

て
少
な
か

&
梦
。
 

唯
其
爾
產
物

S

く
は
利
用
方
法
存

I

る

S

I

濟
上
顧

I

さ
る
の
狀

f

と
難
？
、
 

若
し
一
朝
其
利
用
の

.霧
見
背
ら
れ

' ん
か
、其
產
出
が
，一

f

營

?

爲

I

き
こ
と
復
把
多 

«
を
要
せ
さ
る
可
し
。
然
る
に
近
世
の
科
學
的
進
步
は
過
法

'幾
百
年
間
全
然
不
用
視
せ
ら

^

f

幾
多

Q

物
件

E

y
頗

i

要
惹
經
濟
的
財

f

绿

？

し

盖

J

o

t

。

是
に
於
て
か
從
來
委
棄
せ
ら
れ
、防

#

物
視
せ
ら
れ
^
る
幾
多
摩
業
の
副
產
物
に
し
て
貴
重
な 

I

用
物
件

i

f

の
益
-

多
J

如
へ
、所
爾
副
業

f

.

產
I

I

ぐ
の
企
業
益

1
多

雾
 

プ

3
る
と
#

に
da
v
.

s

產
物
を
加
エ
精
製
す
る
の

«..

務
^

^

亦
益
i

多
き
を
加
へ
來
久
副
產
物
如
エ 

精
製
の
兼
業
、亦

從

て

增

加

す

る

に

至

る

。

盖
し
1

1

1

然
S

果

に

し

て

捧

來
U

於 

U

る
此
J

業

の

發

達

の

餘

地

は

1

な
|

の
t

 

t

1

生
産
業
，5

，

グ
ス
M

 

販
f

兼

ぬ

る

は

勿

論
I

に

及

ん

2

5
 

I

ル
タ
i

レ

,

f

一：
リ
ン」

染
§

素
•片 

等

の

製

造
I

f

,

の
副
業
.

的

生
f

l

す

る

に

至

れ

る

は
IE
S

 

一
 

f

る
可
く
 
f

 

製
紙

H

墩
に
於
け
る

「

ァ
,.ル
口
ー

£

0

の
兼
營

、漁
油

製

愛

於

け

I

肥
I

出
等
？

化 

學H

粱
の
方

B

に
於
け
る
其
實
例

S

し
？

沪

ら

fる
な

6

0
 

I

、一
 

定
の
品
質

I

重

す
る
生
產
物
の
生
產
業
に
於
ズ
は
所
要
品
質
の
生
產
に
癒
せ
次
る
劣
等
の
原
料
艾
は
半
製
品 

を
生
せ
る
場
合
に
其
劣
等
餘
剩
の
原
料
叉
は
半
製
品
を

#
用
し

<■
主
產
物
以
外
の
他
の
生
產 

物
製
造
を
營

0
の
場
合
？
亦
決
し

<
少
な
し
と
せ
少
。
例
令
ば
製
鐵
製

.鋼
の

H

場
に
於
て
製 

«
に
1
せ
3'
'
る
程
の
劣
等
な
る
銑
鐵
を
利
用
す

.る
の
方
法
と
し

<
屋
根
鐵
板
其
他
の
劣
等

■« 

る
製
品
の
製
造
を
兼
營
す
る
、

S

如
し
。
•栗
す
る
に
此
種
の
兼
業
は
多
く
は
所
爾
る
廢
物
利
用 

の
目
的
ょ

6

®
る
？
の
に
し

V
、

其
副
產
物
の
加
エ
精
製
の
兼
營
は
夂
往
々
該
副
產
物
を
原
形 

の
儘
に
販
寶
又
は
輸
送
す
る
の
不
便
囷

_
な
る
ょ

6
起
る
こ
と
名
少
な
於
ら
少

C

何
れ
に
し 

<
各
.種
の
兼
業
申

—

術
的
發
達
に
伴
へ
る
最
《
自
然
的
な
る
現
象
と

1
K

ふ
可
き
な

6
0

• 

第

四

ぺ
 

比
種
類
に
燭
す
る
‘
の
は
第
一
種
叉
は
第
ニ
種
に
属
す
る
名
の
と
等
し
く
縱
面
的
兼
業
に
し

<
然
か
，p

此
等
の
兼
業
の
如
く
前
位
の
產
業
の
生
產
物
を
全
部
悉
く
自
家
.の
精
製
加

H

の
用

に
供
す
る

.

乙
i

な
く
、前
位
階
段
の
生
產
物
の
一
都
分
を
原
料
叉

#

半
製
品
の
儘
に

v

販
寶
す

る

名
の

な
i

換
言
す
れ

k

第
，一

種
及

S

ニ
猶
の
讓
、

2

業
两
部
ね
於
て
兼
業
を
營
み

.つ
、

然

部

S

質
者
に
對
し

5

純
然
把

i

門
的
企
業
者
な
る
に
反
し
、外
部
に

®

I
I
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一
 

ニ
六
四
大
鑫
亿
於
け
る
簾
か
發
逯

•

し
J

亦
兼
業
者
と
し
て
原
料
品
、半
製
品
避
に
精
製
品
の
生
產
販
寶

I

む
办
兼
業
的
企
業 

:
_

 

H

砂
令
ば

5

採
鑛

5

鐵

管

f

5

る
製
2

5

S

出
f

鐡
鑛
、石
炭
、

一
 

魏
鐡
诞
に
綱
鐵
を
販
實
す

I

I

I

、其

一

方
に
は
叉
運
輸
の
業
.美

金

一
 

i

s

s

_

联

實
.

l

i

f

 

育

f

 

f

 

S

着

等

 

t

 

,

\ 

’
 

i

く
る

S

し
。
其
S

間
S

其
印
刷

H

f
 
I

S

用
す
る
の

I

言

爾

餘

谷

\

:.
,
 

S

印
刷

f

i

む
f

s

I

H

場
I

營
す
る
彈
藥
製
造
所

S

紙
の
販
寶
を
爲
す
が

#
' 

HI L
1

P
エ
f

有
f

 

S

5

S
餘
剩
電
力
販
寶

S

■

力
，供

裳

S

燈
事
業 

、
 

を
3

备
す
る
似
如
き
皆
是
な

>
0
0

「

.

.

u

l f
^;
"

u

業
の
下
に
於
け
：る
兼
業
は
主
と
し
て
.原
.料

補

助

材

料

の

享

得

上

叉

は

裏 

一.
.

/
t
p
f 

H

販
f
 I

s

f

確
保
す
る
I

的

g

しV
、

足
て
自 

一
 

原
f

は
i

品
の
全
部
を
5

精
製
且
つ
.販
寶
し
て
t

能
く
其
本
來
の
目
的 

一

"

む

t
r

 

今
や
斯
の
t

l

經
過
の
I

f

於
け
|

產
物 

i

龙
”

代

/
 

了 ̂

パ
^

j

る
と
せ
ば
、其
兼
業
S

に
本
來
の
目
的
を
沒
却
：し
、兼
業
な
き
尊

\ 

盖
 t

l

然 l

i

f
 

Q
.

墓

I

る

'

fc 一

を
得
次
る
可
し
。
否
な
斯
る
兼
業
、は
各
階
段
の
生
產
業
の
上
に
起
る

I

切
の
市
況
變
動
を
蒙 

る
名
の
と
し

<
、將
杧
又
各
階
段
に
於
<
生
產
上
诞
に
販
寶
上
前
位
及
ぴ
後
位
の
生
產
業
者
に 

侬
賴
す
る
の
地
位
に
立
つ
？

P

の
と
し
て
其
危
險

i
不
安
は

®
業
的

.

.企

業

ょ

1

層
大
な
る 

名
の
な
き
を
得
ぎ
る
次
德
な
ん

o
然
る
に
一
度
縱
面
的
兼
業
の
舉
に
出
で
杧
る
幾
多
の
企
業 

が
實
際
上
多
く
は
此
種
の
兼
業
に
陷
れ
る
所
以
の
名
の
は
何

?:
や
。
他
な
し
前
後
各
階
段
の 

生
1
を
し

V

相
互
へ
正
確
に
適
合
せ
し
め
て
然
於

$
傲

®
技
術
上

^
分

0 .
刺
益
を
收
む
る
の
實 

際
甚
だ

®
雛
な
る
こ
と
卽
ち
是
な
、り。
藎
し
交
易
區

.域
獷
大
し
、分
業

51
發
達
サ
る
當
今
の
經 

鋳
場

®
に
於
て
は
原
料
文
は
半
製
品
の
生
產
に
ぁ
れ
、將
杧
精
製
品
の
製
造
に
ぁ
れ
荀
多
ー
個 

の
生
產
業
を
經
營
し

<
技
術
上
將
把

.經
濟
上
相
當
の
利
益
を
收
め
_ん
が
爲
に
は
其
經
營
は
相 

當

0
大
經
營
な
ら
，

^
る
可
ら
ず
。
經
營
の
規
模
を
相
當
に
大
な
ら
し
む
る
に
非
^
れ
ば
充
分 

な
る
生
產
ヵ
を
發
揚
し
得
次
る
は
專
業
の
場
合

1
兼
業
の
場
合

i
を
問
は
^
等
し
く
共
通
の 

原
則
な
る
に
、然
る
に
生
産

.

.の
經
過
上
前
後
各
階
段
に
位
す
る

#
產
業
に
就
、て
谷
癒
當
な
る
其 

生
產
經
營
の
，規
模
を
觀
れ
ぼ
、其
大
小
は
前
後
必
ず
じ
，

p

相
.癒
合
す
る
名
の

U

非
^
。

原
料
の 

生
產
を
充
分
の
大
規
模

i
す
れ
ば
、其
產
出
原
料
全
部
の
加
工
は
，

1:

企
業
：：1:

經
營
の
事
業

i
し

11

六

五

.
大
企
業
亿
於
け
る
雜
の
發
逯

 

こ



•大

t

に

於

け

る

赃

槳

の

®

;

.

:

r
 

,
/

」

.

.
:
一二
，
.

失
す
る
こ
と
ぁ
ろ
。：

'
.举
製
叉
は
勝
製
の

‘寧
業
を

.粮
營

^
:
*規
.模
に
經
營
す
る

i 

^

業

1
經
營
の
所

S

.
料
の

’參

產

慕

i
す

S

.
料
叉

S

製
品
の
•生
產

.事
業

S

I

小u
失
す
る

m

或

I

大

S

す

m

s

。:

例
か
ば
一 

大
採
炭

.事
業
叉
は
採
猶
事
業
を
經
.營
し
て
其
生
產
物
全
部
を
自
ら
利
用
加
エ
せ
ん
と
卜
る
速 

斯
.事
業
、又
は
製
鐵
事
業
は
原
料
の
過
大
に
苦

0
場
合
多
か
る
可
く
郝
何
な
る
大
造
万
デ
自

|

2

1

?

|目
的
仁

|

霊

|

|

ん

喜

ば

着

5

業
|

吣
事
業

と
し
て
充
分
に
董
出
？

.伸
張
し

f

程
の
大

I

t

 

I
多

秦
 

1

個
の
大

f

 H

場
が

1

5

原

S

出

I
 

S

5

f

 

f
ま

i

ば 

'

I

I

S

I的
經
？

必

f

す
る
一
個

Q

l

l

fし

l

i

f
に
過
，
 

大
な
る
を
免
れ
次
る
可
き

.似
如
し
。

■

る
に
前
後
各
階
，段
の
生
産
業
に

I

れ

ぐ

に

1 

度
の
馨
の
規
模
ぁ
ろ
て
此
適
度
以
上
に
餘

6

1

を
擄
張
す

f

,

1
 

i

iを
過2 

な
ら
し

.ひ
る
名
何
れ

I

f

 

I
產
力

I

揮
す
る
を
得

f

名
の
？

。
而
し
て

t

 ̂

度
の
規
模
は
前
階

f
 
一
.

I
の

i

l

l
雷

の

」
事

L

て

I

足

な

し

|

£

如

く

、然

t

正

確

I

合

I

I

ふ

。

是

.

.

I

V

 

I

來

诉

.

2
ハ.六

て
過
大
に 

ば
■其

1

企
•

^
の
：原

因

ょ

6
し

V

1面
的
の
兼
業
を
營
む
に
至
れ
る
大
企
業
は
一
方

U

於V
其
兼
營
せ
る 

各
皆
段
，の

生

產

業

を

しy:

各
充
分
に
其
生

.齑
力
を
發
揮
せ
し
め
ん
於
爲
に
、自
家
用
額
以
外
の 

皙
料
品
及
ぴ
半
製
品
を
名
生
產
舨
寶
せ
し
む
る

' に
至
る
。
蓽
食
企
業
の
經
濟
上
必
然
の

M
行 

i
云
ふ
可

.く
第
四
種
の
兼
業
の
起
る
所
以
卽
ち
此

f
c存
す
る
次
第
な

6
。

併
し
縱
面
的
兼
業
の
囷
雛
に
對
す
る
此
解
、決
法
は
決
し

•<
常
に
策
の
得
杧
る
名
の
と
云
ふ
を 

擦

^
.る
名
の
あ

6

0
盖
し
斯
る
兼
業
に
在

6
て
は
一
面
原
料
品
牟
製
品
の
供

.給
者
に
■し
て
同 

滕

IP
精
製
品
の
生
產

.者
な
る
が
故

.に
、純
精
製
業
者
に
對
し

<
.は
，原
料
品
の
供
給
者
把
る
と
共 

に
嘈

#
品
供
給
上
の
競
爭
潸

t
ら
次
る
を
得
少
。.
換
言
す
れ
ぱ
原
料
販
寶
上
の
顧
客
を
ば
稍 

製
上
の
競
爭
嗜
の
間
に
求
.めぎ

 

'るを
得
次
る
な

6

0
然
る

f如
何
な
る
生
庫
業
者
？
其
原
料 

I

爭
業
者
に
仰
ぐ
は
通
例
快
と

L

くf

て
其
購
入
は
可
及
的
之
を
純
：粹
の
原
料
供 

給
者
ょ

6
す
る
に
勉
む
可
き

.

&

故

i

料
半
製
品
©
販
貪
上
此
種
へ
の
兼
業
者
は
多
大
の
困
難 

u

遒
®
せ
3'
'
る
を
得

3'
'
る
可
し
。
故
に
此

‘種
の
兼

*

6
原
料
及
ぴ
半
製
品
の
供
給
上
多
數
の 

競
爭
企
業
の
存
ず
る
場
合

fc
は
經
營
麟
る

®
難
、實
行
亦
甚
样
容
易
な
ら

»
る
对
し
。

然
れ
と
？
當
該
企
業

一

の
規
模
®
ガ
振
料
及
び
半
製
品
の
供
給
者
と
し

 

< 他
の
同
業
者
の
上

:

.
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け
る
嫌
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發
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ハ

八

大

翁

良

け

晶

象

篆

“
l l

;
l l

:
! !

:

M

s ?
i

_

r

 八

こ

i

t
可

し

。

例

令
I

國

の

鋼
m

 

' 

I

 

f

f
自

I

I

又

は

機

械

製

造

業

を

兼I

る

f

こ

公

c 

tj 

造

船

所

機

械

製

造

所

は

原

料

の

享

晷

ヒ

至

大

の

资

ト
f
c 

 ̂

^

I I
履

：
墨

旣

S

原
料
供

|

の
支
酣
の
下

S

ち

其

れ

者

は

事

實

上

.

鍾

 

n

o

:

:

:

1

l

ol l.

■

I I
:
気

l

"

』

=

I l
i l
l l

U

遷
上

1

け

I

s

 i

形
f

し
て
到
底
永
く
繼
續
し
？

の

其
他
世
上
に
は
以
上
各
種
の
縦
面
的
兼
業
と
反
對
に
横
面
的
の
兼
業
を
主
と
す
る
名
の
卽
も

種
ヶ
雜
多
の
精
製
品
の
生
產
を
兼
營
す
る
幾
多
の
企
業
ぁ
み
。
其
實
例
は
服
裝
品
の
製
造
、家

具
象
財
の
生
產
等
直
接

H
用
品
の
製
造

H

業
に
多
く
之
を
見
る
所
な
る
舻
、比
較
的
小
規
模
の

經
營
と
し
て
は
爾
餘
種
々

.の
製
造
業
に

$
亦
之

.を
見
る

Cと
少
な

4

ら
岁
？
斯
る
雜
種
の
兼

業
は
技
術
上
將
杧
經
濟
上
何
等
特
種

.の
利
益
ぁ
る
に
非
^
。
從
て
企
業
經
營
上
秩
序
と
熟
線

を
尊
重
せ
す
し
.て
只
眼
前
の
利
益
の
爲
に
漫
然
兼
業
を
試
む
る
輕
卒
の
擧
の
結
果
祀
る
場
合

な
き
に
非
梦
と
雖

$
、詳
に
其
發
生

0
事
情
を
考
察

.す
.れ
ば
^

間
叉
タ
タ
少
相
當
な
る
理
由
の
此

0
の
兼
業

を

是
認
せ
し
む
る
？
の
な
き
に
非
梦
。
消
费
上
相
關
聯
す
る
各
種
の
商
品
を
可
及

的

〗

括
し
て
之
を
顧
客
に
提
供
せ
ん
す
る
企
業
家
の

«■
力
は
其

T
に
し
て
谷
種
商
品
の

_

、«#

i
場
合
に
依

6
需
要
の
增
滅
消
長
を
異
に
す
る
の
常
な
る
於

®
に
'諸
產
業
の
.
*
營
に
侬
6
.此

需
喪
の
增
減
に

0匕
<
適

1且
.に
諸
生
逢
業
の
間
に
其
資
本
と
勞
力
を
按
排
轉

.用
し
、依
て
以

v

 

♦

當
談
企
業
全
體
の
上
に
於
て

一

部
需
要
の
變
動
に

.動
か

3
れ
次
る
平
靜
な
る
經
營
を
持
續
せ 

ん
i
す
る
の
苦
心
盡
力
は
其
ニ
な

6
。
 

—

就
中
、第

' 1

の
盡
力
に
出
づ
る
兼
業
は
商
業
上
に
於
セ
凡
百
の

-0
用
品
を
；
.

J

店
，

fて
販
寶
す
る

11

六九.

大企業に於ける雒槳の骰雄

 

S



-ニ
.七

〇

大

企

_
亿
於
け
る
敏
_0

發
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:

H

。
ハ

I

ト
メ

 

X

，
ト
、

K

ト

I

ァ

」

4

し
く
一

 

に

l

.

s

f

 

f

 

f

 

f

 

fを
目

n

名Q
 y

て

坐

產

的

經

犖

上

何

等

の

技

術

的

利

益

I

す

る

も

の

に

非

t

.次

C
、 

量

の

腊

管

爲

す

多

數

I

買

I

に
直
接
消
費
，者
を
可
及

I

.數

吸

力

、

レ

d 

 ̂

に

於

5

尊

門

的

|

業

|

し

て

多

§

利

|

る

可

し

と

す

_

0 1.

^
^

I

產
業
に
在
4

1

業
の
利
益
は
全
く

之
I

む
I

I

。

C

ド

1

^

^

入
先
の」

箇
？

る
と
數
箇
所
な
る
I

別
の
f

s
 

く
間
今
所

A.
 

f

に
此
種
の
兼
業
は
例
合
ば
自
家
製
品
販
實Q

爲
に

「

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
、ス
、

‘

、、

大
H
S

如
く
直
接
小

I

I

?

企

f
 

s

i

t

u
 

て
動
力
其
他
の
原

S

助
材
料

I

利
S

用

經

u

ニ 2

力
に
出

'づ
る
霞
は
之
に
反
し

f

其
目
的

I

し
得
る

.

I

て
は
經
營

，！
！
l

i

i

屬i

j

l

i
 

j

 隱
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■匪

！
„
ー：一-一
 

I

-雪 

歷
 

f

 一一--一-一一
 

一一一一一—-- 
一一-一5l
l

l

-

g

-

E

-

.

-
£

-
i

r

—v

.‘ー
 g

;l 

一；if
;
:-
:
;
-
l

l

-.
'.
-:
,

.

 

-
,
.
.
■.'i
-
1ス̂

n

p

上
多
大
の
生
產
费
節
約
を
爲
し
得
る
名
の
あ
る
育
し

.0

藎
し

#

要
0
欒
動
：に
伴
へ
る

經
營
の 

伸
縮
に
際
し

<
は
實
際
上
利
用
し
得
可
ら

3'
'
る
幾
多
の
資
本
及
び
勞
力
を
生
^
其
失
费
甚
だ 

少
な

&
ら
次
る

8
の
あ
る
の
常
な
る
に
、然
る
に
此
種
の
兼
業
は
其
餘
剩
生
產
カ
利
用
の
途
を 

開
き
て
失
费
を
利
益
に
轉
用
せ
し
む
る

$
の
な
れ
ば
な

6
。
故
忙
此
種
の
兼
業
は
其
生
產
に
：
 

季
節
的
繁
閑
の
變
動
あ
：る
數
種
の
產
業
を
適
宜
排
合
し
て
當
該
企
業
全
體
の
上
に
繁

I
I

の
差 

を
少
な
か
ら
し
む
る

Cと
、例
令
ば
冬
帽
子
と
麥
稈
其
他
の
夏
|[
«
子
の
製
造
を
兼
營
す
る
炉
如 

き
場

<1:

に
は
頗
る
有
利
な
る
可
じ
と

*
名
、季
節
的
繁
閑
を
異
に
せ
る
數
產
業
の
間
に
勞
カ
及 

び
資
本
を
流
用
し
得
る

' が
如
き
場

<
.p
は
實
際
上
甚
だ
少
な
く
、從
て
此
翁
ニ
の
盡
カ
の
目
的
は 

實
際

t
達
せ
ら
る
、
こ
i
頗
る
少
な
き
の
慽
あ
る
を
免
れ
次
る
な

6
。
其
他
寶
本
及
ぴ
勞
カ 

の
流
用
な
き
？
數
業
の
兼
營
に
依

6

一
 

方
に
不
景
氣
の
影
響
を
他
方
の
好
景
氣
に
依
つ
て
挪 

ひ
得
可
く
、從

V

•企
業
金
體
の
上
に
景
氣
變
動
の
危
險
を
少
な
沪
ら
し
^
る
を
得
可
し
と
爲
す 

名
の
あ

^
S

Q一
 

見
眞
理
な
る
财
如
く
な
れ
ど

$
、縱
令
ひ
兼
業
と
は
云
へ
ニ
企
業
の
下
に
.兼
營 

し
得
石
は
多
少
關
聯
せ
る
數
業
に
過
ぎ
束
然
る
に
相
關
聯
サ
务
產
業
妹
槪
離

^
 ̂

て
.

11

七
一

.

f

e

i
火

_

に

於

け

％

ハ

議

の

發

達

 

一

七

，
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f
!
f 

i

'

r

t

s

货

-

ご
七ニ 

.

火企業に於ける繼の露

例
令
ば

i

—

i

の
服

I

I

產
.彦

槪

f

於
f

次
f

S

I

S
し

V

S

S

I

I

 

に
s

î
な
き
を
免
れ

^
と
す
。

:

n

l

_

“
i 1

:

M

I I
i I
l I

辜

れ

雪

物

鼻

“

1

な

る<
i
u

しy

表

f
 
ニ
個

i

數

個

の

企

f
 

t

i

l

t。

一
 

H

W

會
M

1

個

S

數
個

I

社
I

立
し
、其

子

產

更

s

s

l

st
f

l
立

ザ

,
業

の

一

部

を

分
暮

せ

し

む

る

が

如

き

は

卽

玉
是
？

 

(Liefmann:: Kartells.: Trusts. 
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及

J

に

H

ぴ
孫

#

0似
一
に
親
會
社
の
？

？

®
の
#
f

て
ぁ
ボ 

業

を

經

營

す

|

の

|

滕
は
、此

等

の

俞

社

は

表

面

上

分

立

？

獨

立

の

企

？

f

實
際

に

方
て
は
合
し
て

j

單
位
を
爲
せ
る

 

一

f

e

t
こ

f
 

f

一

企
業
丨
タ
な
ら
す

rr
し
て
近
世
の
大
々
的
兼
業
は

.

此
親
會
社
子
會
社

の
紐
織
に
侬

6
表
面
上
分
立
せ
る
企
業
と
し

y

經
營

せ
ら

る
ゝ

こ
と
少
な 

か
ら
す
。
例
令
ば

一

大
發
電
事
業
が
幾
多
の
電
氣
鐡
道
會
社
、電
燈
會
社
叉
は
電
力
供
紛
會
社 

を
設
立
經
營
し
、一
大
鑛
山
會
社

&

電
氣
會
社
を
經
營
し
、

一

大
製
鐡
會
社
：

s

採
鑛
會
社
、炭
鑛
會

社
、機
械
製
造
會
社
等
を
設
立
經
營
す
る
が
如
き
皆
是
な 

を
れ
ぞ
れ

一

個
の
尊
門
業
に
し

y

兼
業
と
云
ふ
可
ら
次 

そ
れ
ぞ
れ
外
形
を
異
に
せ
る
近
®
的
兼
業
に
外
な
ら
次 

れ
ば
近

1L
I
:の
大
企
業

U

於
け
る
兼
業
の
發
達
は
表
面
に 

を
知
る
可
し
。

ろ
。
.
此
等
諸
會
社
の
營
業
を
見
れ

^
 

る
が
如
き
實
際
に
於
て
は
何
れ
名

. 

る
な

6
。
而
し
て
斯
の
如
く
觀

1̂
來 

表

«
れ
把
ょ

6
$
廣
く
且
つ
火
な
る

以
上
述
ぶ
る
所
に
依
ろ

'<
之
を
觀
れ
ば
、近
世
の
兼
業
は 

切
の
生
產
經
過
を
悉
く

一

企
業
の
下
に
遂
行
す
る
を
得 

際
の
關
係
上
到
底
之
を
兜
成
し
得
ぎ
る
名
の
あ

6

'。

而

る
极
本
の
原
因
は
一
言
以
て
之
を
云
へ
ば
、犛
業
を
或
程
度

i P

鑛
張
せ
る
 
'以
上
远
に
之
を
鱗

ニ七

三

へ
.
大

企

梁

に於け

躺̂

梁

の

發

速

'
 

1

九

理
論
上
之
を
極
端
に
擴
張
し
前
後

一 

ネ
る
絕

i f

の
理
由
な
き
に
拘
ら
ず

、

^

 

し
<

究
全
に
之
を
實
行
す
る
を

&

3 '



t

I
I

i
i

張

せ

ん
i

す

る

#

は
其
前
位
又
は
後
 

ニ
0 

i

f
 

:

7

V

,
 
く

 

> 

s

t

 

f

 

i

f

 

I

S

S

な 

I

I

鐵

* 

K 

P 

-

さ

ぐ

必

蟹

f

る
可
？

i

l
是
？

。
例

I

各

f

リ

:
:

|

響

此 

f

 

當 

I

S

2

 
辞 

s

^

d

s

s

f

1

物

S

H

I

W

S營
し

f

 

P

S

S

I喜
く

 

f

〈r

業

は

5

兼
業
の

I

墓

蕾

t

,
の
t

j

。
,故
I

若

し

筹

 

1

手
に

s

i

装

虞

々

I

f

 

f

 

i

l

f

 

I

J
 

; 

!

s

?

J f
I I

M

 謂

？

i

—

l

I i
I ^
I I

f

I
 

-

I

n

K

 

?

t

s

l

l

 

一
i

f

,

i

i

f

同
i

l

l

i

f

 

i

i邊

1

1

昼

】

定

の
限
度
に
達
す
れ
ば
興
以
上
の
擴
.張
は
生
産
力
の
上
に
見
る
可
き
の
增
加
な
き
を
常
と
す
る 

名
の
な
る
が

'此
有
利
な
る
經
營
擴
張
の
限
度
は
各
產
業
の
間
を
れ

^

に
相
違
せ
る
？
の
あ 

6
。
而
し
て
經
營
擴
張
の

.此
阪
度
に
達
す
る

U

 

i
比
較
的
速
な
る
產
業
は
之
に
達
す
る
こ
と 

遲
き

^P 
.の
ょ
ろ
名
兼
業
に
便
な
る
名
の
あ
る
な

6
。
篕
し
比
較
的
小
經
營
に
し
て
旣
に
其
.生 

產
カ
增
進
の

最
高

限
度
に
達
す
る
產
業
は
他
の
企
業
と
共
に
之
を
兼
營
す
る

t 

i然
ら
次
る 

事
業
ょ

6
名
經
濟
上
遙
に
容
易
に
し
て
技
術
上
叉
之
を
監
督
す
る
こ
と
容
易
な
る
可
け
れ
ば 

な
ろ
。

侬
是
觀

之
、
兼
業
の
發
達
は
第

一

に
は
企
業
の

規
模

其
大

!:
■

加
年
る
に
從
；

5

第
二
に
は
經
營
の 

擴
張
に
伴
ふ

y

生
ず
る
生
產
力
の
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